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「 イ エス が 愛さ れ た 第 子 」 特定 の 意義 
四 福 音 書 に 登場 し た 使徒 

(1) 各 福 音 書 ご と の まとめ 

(2) 使徒 の 名 前 の まとめ 

IBD』 の 登場 場面 と 位置 づけ 

(1) 『BD』 登場 場面 

(2) 『BD』 登場 場面 に 基づく 位置 づけ 

『BD』 に 対す る 既存 の 主張 の 検討 

(1) 『BD』 が 女性 で ある と の 主張 の 検討 

(2) 『BD』 が 十 二 使 徒 以外 の 人 物 で ある と の 主張 の 検討 
(3) 『BDJ が ペテロ 又は イス カリ オ テ の ユダ で ある と の 主張 の 

検討 

(4) 『BD』 が 使徒 ヨハ ネ で ある と の 主張 の 検討 

(5) 『BD』 が 理想 的 な 弟子 の 姿 で ある と の 主張 の 検討 
『BD』 と 他 の 使徒 た ちの 登場 顔 度 の 比較 

『BD』 と 推定 され る 人 物 の 検討 

(1) 予想 人 物 の 抽出 

(2) 注目 の 理由 

残り の 疑問 と 仮説 

(1) 第 五 場面 で の 二 人 の 弟子 問題 

(2) 結び の 『BD』 と 『 私 た ち 』 の 関係 

(3) 疑問 解決 の た め の 3 つ の 仮定 

(4) 仮定 に 基づく 第 1 の 仮説 

(5) 第 1 の 仮説 を 踏ま そ た 第 2 の 仮説 


結論 




















1. |「 イ エス が 愛さ れ た 弟子 」 の 特定 の 意義 

「 こ れ ら の こと に つい て 証し し 、 こ れ ら の こと を 書い た 者 は 、 そ の 弟 
子 で ある 。 私 た ち は 、 彼 の 証し が 真実 で も ある こと を 知っ て いる 。 」 ( ヨ 
ハネ の 福音 書 21 : 24) 


『 イ エス が 愛さ れ た 弟子 : 以下 、BD : The beloved disciple』 は ヨハ 
ネネ の 福音 書 の 登場 人 物 に と ど ま ら ず 、 こ れ を 証言 し て 記録 し た 弟子 が 
『BD』 自身 で ある と 聖書 は 記録 する 。 

し た が っ て 、 人 物 を 特定 する こと は 、 単 に 人 物 を 明らか に する こと に 
と ど ま ら ず 、 ヨ ハネ の 福音 書 全体 を 理解 する こと に お いて 重要 な 意味 が 
ある る ど 言 る 。 
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四 福 音 書 に 登場 し た 使徒 





(1) 各 和 福音 書 ご と の まとめ 


a 


) 


マタ イ の 福音 書 10 章 2 節 ~4 節 
ペテロ と 呼ば れる シモ ン 


2) ペデ テロ の 兄弟 アン デレ 
9 ENA DI TE 

4) ゼ ベ ダイ の 子 ヨ ハネ 

5) ピリ ボ 

6) バル トロ マイ 

7) トマ ス 

8) 取 税 人 マタ イ 

9) アル パ ヨ の 子 ヤ コブ 

10) タダ イ 


11) 熱心 常 の シモ ン 
12) イス カリ オ テ の ユダ 


b. 
1) 
2) 
3) 
4) 
5) 
6) 
7) 
8) 
9) 


マル コ の 福音 書 3 章 16 節 て 19 節 
シン モン ペア 

ゼ ベ ダイ の 子 ヤ コブ 

ゼ ベ ダイ の 子 ヨ ハネ 

アン デレ 

ビリ ポ 

バル トロ マイ 

マタ イ 

トマ ス 

アル パ ヨ の 子 ヤ コブ 


10) タダ イ 
11) 熱心 常 の シモ ン 
12) イス カリ オ テ の ユダ 


C. 

1) 
2) 
3) 
4) 
5) 
6) 
7) 
8) 
9) 


店 16 節 
i 
00 
ロ 
‘ w 
SS 
の へ 
ヤコブ プ 
ヨハ ハネ 
RR リリ 迷 
バル トロ マイ 
マタ イ ] 
トマ ス a 
アル パ ヨ の 子 


ン モ ン 
いた シ 

員 と 呼ば れ て 

熱心. 党員 ] 

0 ヤブ の グー 

Ne 
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d. 
1) 


21 章 2 節 
ョ ヨハネ の 福音 < 
6 MC る ト eR 
No oo 
A 
~~ 
08 人 0 
0 


正 い 、 次 の よう 
客 に 従い 、 

こ 見 解 に 

一 致し た 

前 と め a 

0 

0 は 、 

徒 の 名 牧 

各 使 徒 

に 前 提 す る 。 


a. 


| バ 
ナ する 

昌 音 書 ) ( 

に よる 福音 

イ ・ マ ルコ 、 ル カ 

グ 

富裕 者 ( マ 
共 観 福音 


ナ 
2 
0 

ヤ の カ 

「 ガ リラ 

福音 書 に お ける 

く の 福 

と ヨハ キネ 

イ 」 

ルト ロマ 


エル レ 」 


は 同一 人 物 と する 。 


b. マタ イ ・ マ ルコ の 福音 書 に お ける 「 タ ダイ 」 は 、 ル カ の 福音 書 の 
「 ヤ コブ の 子 ユ ダ 」 と 同一 人 物 と する 。 


上 記 の よう な 前 提 に 従っ て 使徒 を まとめ る と 、 次 の よう に な る 。 


1) シモ ン ・ ペテロ 

2) ペテロ の 上 兄弟 アン デレ 

3) ゼ ペ ダイ の 浸 子 ヤミ ダグ 

4) ゼ ベ ダイ の 息子 ヨハ ネ 

5) ピリ ボ ポ 

6) 2 ソレ トロ マイ (ナタ ナニ エル ) 
7) マタ イ 

8) トマ ス 

9 アア の ヤミ ョ フス TT ポポ スズ 
10) 熱心 党 の シモ ン 
ググ の ギー タダ こと タク グイ 
12) イス カリ オ テ の ユダ 


3. TBD』 の 登場 場面 と 位置 づけ 


(1) 『BD』 登場 場面 

ョ ヨハネ の 福音 書 で 『BD』 が 登場 する 場面 を 整理 する と 次 の よう に な る 。 
た だ し 、 こ れ 以 外 に も 意図 的 に 名 前 が 伏せ られ て いる と 考え られ る 場合 
に は 『BDJ と 同一 人 物 と みな す (第 2 場面 ) 。 


a. 第 1 場面 : 最後 の 晩 堆 (ヨハネ の 福音 書 13 章 23 節 て 25 節 ) 

“23. 弟子 の 一 人 が イエ ス の 胸 の と ころ で 横 に な っ て いた 。 イエ ス が 
愛し て お られ た 弟子 で ある 。 

24. そ こ で 、 シ モン ・ ペ テロ は 彼 に 、 だ れ の こと を 言わ ん れ た の か 尋ね 
る より 合図 じ し た 。 

25. その 弟子 は イエ ス の 胸元 に 寄り か か っ た まま 、 イ エス に 言っ た 。 
[よそ それ は ただれ の こと で すま かす 





b. 第 2 場面 : 大 祭司 長 の 家 の 中 庭 (同上 18 章 15 節 て 18 節 ) 

15。/ 穫 ツマ ペン と も う 一 人 の 半 手 は イキ ス に つい て 和 且つ 所 。 モ 
の 弟子 は 大 祭司 の 知り 合い だ っ た の で 、 イ エス と 一 緒 に 大 祭司 の 家 の 中 
庭 に 入っ た が 、 

16. ベ テロ は 外 で 門 の と ころ に 立っ て いた 。 それで 、 大 祭司 の 知り 合 
い だ っ た も う 一 人 の 弟子 が 出 て 来 て 、 門 番 の 女 に 話し 、 ベ テロ を 中 に 入 
Eb 

17. す る と 、 門 番 を し て いた 召使 い の 女 が ペテロ に 、「 あ な た も 、 あ 
0 の 計 考 で は な いで し ょ よう | と 計 つ た 。 ペデ は! 違う) と 言 る た 。 

18. し も べた ちや 下 役 た ち は 、 寒 か っ た の で 炭火 を 起こ し 、 立 っ て 有 暖 
まっ て いた 。 ペ デ テロ も 彼ら と 一 緒 に 立っ て 暖まっ て いた 。 ” 


c. 第 3 場面 : イエ ス の 十字 架 の そば (同上 19 章 25 節 て 27 節 ) 

"25. イ エス の 十字 架 の そば に は 、 イ エス の 母 と その 姉妹 、 そ し て ク 
ロビ ロ パ の 妻 マ リア と マグ ダラ の マリ デア が 立っ て いた 。 

26. イ エス は 、 母 と そば に 立っ て いる 愛す る 弟子 を 見 て 、 母 に 「 女 の 
方 、 ご 覧 な さい 。 あ な た の 息子 で す 」 と 言わ れ た 。 


27. そ れ か ら 、 そ の 弟子 に 「 ご 覧 な さい 。 あ な た の 母 で す 」 と 言わ れ 
た 。 そ の 時 か ら 、 こ の 弟子 は 彼女 を 自分 の と ころ に 引き 取っ た 。『 


d. 第 4 場面 : イエ ス の 空 の 墓 (同上 20 章 1 節 て 8 節 ) 

“1. さ て 、 週 の 初め の 日 、 朝 早く まだ 暗い うち に 、 マ グ ダ ラ の マリ ア 
は 墓 に や っ て 来 て 、 慕 か ら 石 が 取り の けら れ て いる の を 見 た 。 

2. そ れ で 、 走 っ て 、 シ モン ・ ベ テロ と 、 イ エス が 愛さ れ た も う 一 人 の 
弟子 の と ころ に 行っ て 、 こ う 言 っ た 。 「 だ れ か が 墓 か ら 主 を 取っ て 行き 
まし た 。 どこに 主 を 置い た の か 、 私 た ち に は 分 か り ま せん 。」 

3. そ こ で 、 ベ ペテロ と も ゃ も う 一 人 の 弟子 は 外 に 出 て 、 墓 へ 行っ た 。 

4. 二 人 は 一 緒 に 走っ た が 、 も う 一 人 の 弟子 が ペテロ より も 速かっ た の 
で 、 先 に 墓 に 着い た 。 

5. そ し て 、 身 を か が め る と 、 亜 麻布 が 置い て ある の が 見 えた が 、 中 に 
人 ら な か っ た 。 

6. 彼 に 続い て シモ ン ・ ベ テロ も 来 て 、 墓 に 入り 、 亜 麻布 が 置い て ある 
の を 見 た 。 

7. イ エス の 頭 を 包ん で いた 布 は 亜麻 布 と 一 緒 に は な く 、 離 れ た と ころ 
に 丸め て あっ た 。 

8. そ の と き 、 先 に 墓 に 着い た も う 一 人 の 弟子 も 入っ て 来 た 。 そ し て 見 
で 入選" 





e. 第 5 場面 : ティ ベリ ア の 湖 (同上 21 章 1 節 ~9 節 ) 

1. その後 、 イ エス は ティ ベリ アア 湖畔 で 、 再 び 弟 子 た ち に ご 自分 を 現 
され た 。 現 され た 次 第 は こう で あっ た 。 

2. シ モン ・ ペ デ ロ 、 デ ドモ と 呼ば れる 下 マ ス 、 ガ リラ ヤ の カナ 出身 の 
ナタ ナ エ ル 、 ゼ ベ ダ イ の 子 た ち 、 そ し て 、 ほ か に 二 人 の 弟子 が 同じ と こ 
ろ に いた 。 

3. シ モン ・ ベ ペデ テロ が 彼ら に 「 私 は 漁 に 行く 」 と 言っ た 。 す る と 、 彼 ら 
は 「 私 た ちゃ も 一 緒 に 行く 」 と 言っ た 。 彼 ら は 出 て 行っ て 、 小 舟 に 乗り 込 
ん だ が 、 そ の 夜 は 何 も 捕 れ な か っ た 。 

4. 夜 が 明け 始め て いた ころ 、 イ エス は 岸辺 に 立た れ た 。 けれ ども 第 子 
た ち に は 、 イ エス で ある こと が 分 か ら な か っ た 。 


5. イ エス は 彼ら に 言わ れ た 。 「 子 ども た ちよ 、 食 べ る 魚 が あ り ま せん 
ね 。」 彼 ら は 答え た 。 「 あ り ま せん 。」 

6. イ エス は 彼ら に 言わ れ た 。 「 舟 の 右側 に 網 を 打ち な さい 。 そ うす れ 
ば 捕れ ます 。」 そ こ で 、 彼 ら は 網 を 打っ た 。 す る と 、 お び た だ し い 数 の 
魚の た め に 、 も は や 彼ら に は 網 を 引き 上 げ る こと が で き な か っ た 。 

7 それ で 、 イエ ス が 愛さ れ た あの 弟子 が 、 ペテロ に 「 主 だ 」 と 言っ た 。 
シモ ン ・ ペ テロ は 「 主 だ 」 と 聞く と 、 裸 に 近かっ た の で 上 着 を まとい 、 
湖 に 飛び 込ん だ 。 

8. 一 方 、 ほ か の 弟子 た ち は 、 魚 の 入っ た 網 を 引い て 小舟 で 戻っ て 行っ 
た 。 陸 地 か ら 遠 く な く 、 二 百 べ キス ほど の 距離 だ っ た か ら で あ る 。 

9. こ うし て 彼ら が 陸地 に 上 が る と 、 そ こ に は 炭火 が お こさ れ て いて 、 
その 上 に は 魚 が あ り 、 ま た パン が ある の が 見 えた 。 ” 





f. 第 6 場面 : バテ デ ロ の うし ろ (同上 21 章 18 節 て 23 和 分 ) 

“18. まこ と に 、 ま こと に 、 あ な た に 言い ます 。 あな た は 若い と き に 
は 、 自 分 で 帯 を し て 、 自 分 の 望む と ころ を 歩き まし た 。 し か し 年 を と る 
と 、 あ な た は 両手 を 伸ばし 、 ほ か の 人 が あな た に 帯 を し て 、 望 まな いと 
ころ に 連れ て 行き ます 。」 

19. イ エス は 、 ベ テロ が どの よう な 死に 方 で 神 の 栄光 を 現す か を 示す 
た め に 、 こ う 言 われ た の で ある 。 こ う 話 し て か ら 、 ベ テロ に 言わ れ た 。 
「 わ た し に 従い な さい 。」 

20. ベ テロ は 振り 向い て 、 イ エス が 愛さ れ た 弟子 が つい て 来る の を 見 
た 。 こ の 弟子 は 、 夕 食 の 席 で イエ ス の 胸元 に 寄り か か り 、「 主 よ 、 あ な 
た を 裏切る の は だ れ で すか 」 と 言っ た 者 で ある 。 

2 に ペデ テ 区 は 彼 を 見 で 。 | 壮 よ 、 で の 人 きど だ つなが なの で が か | と ど イ エス 
に 言っ た 。 

イエ ス は ペテロ に 言わ れ た 。 「 わ た し が 来る と きま で 彼 が 生き る 

うに 、 わ た し が 望ん だ と し て も 、 あ な た に 何 の 関 わり が あり ます か 。 
80 二 2 

23. そ れ で 、 そ の 弟子 は 死な な いと いう 話 が 上 兄弟 た ちら の 間 に 広 まっ た 。 
NR NE 
「 わ た し が 来る と きま で 彼 が 生き る よう に 、 わ た し が 望ん だ と し て も 、 


あな た に 何 の 関 わり が あり ます か 」 と 言わ れ た の で ある 。 ” 


g. 第 7 場面 : 結び (同上 21 章 24 節 ) 
"24. これ ら の こと に つい て 証し し 、 こ れ ら の こと を 書い た 者 は 、 そそ 
の 弟子 で ある 。 私 た ち は 、 彼 の 証し が 真実 で や る こと を 知っ て いる 。 ” 


(2) 『BDJ 登場 場面 に 基づく 位置 づけ 

a. 第 1 場面 : 最後 の 晩 響 

最後 の 晩 堆 で 、 裏 切り 者 の 存在 に つい て イエ ス が 言っ た 時 、 こ れ に つ 
いて の 質問 を ベ ペテロ は 本 人 で は な く 、『BD』 に する よ 2 合図 を 送る 。 こ 
れ は 、 ペ テロ 本 人 より も 『BD』 が 尋ね た 方 が 確実 な 答え を 得る こと が で 
きる と 判断 し た た め と 考え られ 、 こ れ を みる と 『BD』 は イエ ス か ら 信 任 
を 得 て お り 、 ベ ペテロ も それ を 認め て いる こと が 分 か る 。 











b. 第 2 場面 : 大 祭司 長 の 家 の 中庭 
『BD』 は 大 祭司 と 知り 合い で あり 、 こ れ は 大 祭司 の 家 の 門 番 も 周知 の 
事実 だ つ 2 


c. 第 3 場面 : イエ ス の 十字 架 の そば 

聖書 の 記録 に よれ ば イエ ス が 十 学 人 梨 に か けら れ て いる 時 は 、 い た る と 
ころ に 軍人 を は じ め 、 役 人 た ち が 多 くい た と 推測 され る 。 これ は 刑 の 
執行 を 順調 に 進め る た め と 、 死 刑 囚 ら の 逃走 また は 奪取 な ど 不 慮 の 事態 
に 備え る た めで あり 、 こ れ に より 一 般 人 の 接近 は 難し か っ た で あろ 2 う と 
推測 され る 。 し か し 、『BD』 は 本 人 だ け で な く 、 了 肉 の 母 で や る マリ ア を 
は じ め 、 計 4 人 の 女性 を 率い て イエ ス の 十字 架 の すぐ そば まで 近づく こ 
ご 0N で きた だ 。 


d. 第 4 場面 : イエ ス の 墓 

イエ ス の 遺体 が 消え た 空 の 慕 を 発見 し た マグ ダラ の マリ ア は この よう 
な 重大 な 事実 を で テロ と 『BD』 に 知ら せ た と 聖書 は 記録 する 。 これ は 
『BD』 の 地位 が 、 当 時 イエ ス に 仕え を て いた 人 々 に と っ て も ペテロ 程度 、 
また は それ 以上 で ある と いう 共感 が あっ た も の と 思わ れる 。 


e. 第 5 場面 : ティ ベリ ア の 湖 

十字 架 の 後 、 失 意 に 陥っ た 弟子 た ち は 、 ペ テロ と 共に 漁 を し て いた 。 
当時 は ベベ テロ を は じ め と し て 計 7 人 が いた が 、 イ エス と 話 を 交わ し た 人 後 
も 第 子 た ち は 主 だ と いう こと を 認識 する こと が で き な か っ た 。 し か し 、 
『BD』 は 主 に つい て 最初 に 知り 、「 主 だ 」 と いう 予想 だ に し な か っ た 


葉 だ っ た に も か か わら ず 、『BD』 の 一 言 に ペテロ は 疑わ むず 、 こ の 言葉 を 
聞い て すぐ に 海 へ へ と 飛び込ん だ 。 

この 事実 か らし て 、『BD』 は イエ ス が 繰り 返し 述べ て きた 十字 架 と 復 
活 に 関す る こ i 、 一 番 先 に イエ ス だ と 分 か っ た は ず で 
あり 、 ペ テロ は 『BD』 の 言 に 信 を 置い て いた の で 、 イ エス が いら っ し 
ゃ っ た と いう 荻 ei の の の 
ソドム が 滅び る と いう 事実 を ロッ ト が 娘 嬉 た ち に 知ら ちせ た に も か か わら 
ず 、 彼 ら は 冗談 の よう に 思っ た と いう 一 節 と 対比 され る (創世 記 19 章 14 
節 参 照 ) 。 





f. 第 6 場面 : マデ ロ の うし る ろ 

イエ ス が 自分 に 言っ た こと を 重荷 に 感じ し た は ず の ペデ テロ は 、 主 か ら 信 
任 を 得 て い た 『BD』 に つい て も 知り た が っ た 。 使徒 の 代表 格 と も いえ る 
ペテロ さえ も 『BD』 の 存在 感 に つい て 認め て いた こと を 示し て いる 。 


g。 第 7 場面 : 結び 

IBDJ は 単なる 登場 人 物 で は な く 、 ヨ ハネ の 福音 書 を 証し て 記録 し た 
本 人 だ と 、 聖 書 に は 記さ れ て いる 。 こ の 一 節 か ら 推 測 し て 『BD』 は 証言 
記録 し て お り 、 0 と め て 福音書 と し て 編集 し た も う 一 つの 単数 
また は 複数 の 人 物 で ある 『 私 た ち 』 を 想定 する こと が で きる 。 

「 イ エス が 愛さ れ た 弟子 」 と いう 呼称 は 、 記 録 者 本 人 が 自分 を 指す 言 
葉 と し て 使用 し た と 見 る より も 、 本 証言 と 記録 者 で ある 『BDJ に 対 し て 、 
編集 者 が 世の中 で 最も 美しい 名 前 で ある 「 イ エス が 愛さ れ た 弟子 」 とい 
う 名 を 付与 し た と 見 る の が 妥当 と 考え られ る 。 





4. 『BD』 に 対す る 既存 の 主張 の 検討 
『BDJ が 誰 な の か に つい て 、 こ れ ま で 学界 で は 様々 な 主張 が あっ た が 、 
聖書 の 記録 を 基 に し て 、 こ れ に 対す る 批判 を 試み る 。 


(1) 『BD』 が 女性 で ある と の 主張 の 検討 

第 3 場面 に に る と イエ ス は 十字 架 の そば に いた 『BD』 を 指し て 「 人 息子 」 
と 言っ て いる 。 し た が っ て 『BD』 が 女性 だ っ た 可能 性 は 排除 され て 当然 
で ある 。 


(2) 『BD』 が 十 二 使徒 以外 の 人 物 で ある と の 主張 の 検討 
第 1 場面 か ら 見 て 、『BDJ は 間違い な く 最 後 の 晩 維 会 の 証 に いた 。 こ 
の 場 に いた 人 物 を 聖書 で は 次 の よう に 記す 。 


マタ イ の 福音 書 26 章 20 節 
"夕方 に な っ て 、 イ エス は 十 二 人 と 一 緒 に 食卓 に 着 か れ た 。 


マル コ の 福音 書 14 章 17 節 
“方 に な っ て 、 イエ ス は 十 三 人 と 一 緒 に そこ に 来 ら れ た 。 


ルカ の 福音 書 22 章 14 節 
“その 時 刻 が 来 て 、 イ エス は 席 に 着 か れ 、 使 徒 た ち も 一 緒 に 座っ た 。 


従来 の 学界 で は 、『BD』 が 『 マ ルコ 』 ま た は 『 ラ ザ ロ 』 な ど と いう の 
主張 も あっ た が 、 上 記 の よう な 記録 か ら 見 て 、 最 後 の 晩 響 に は イエ ス と 
十 二 使 徒 だ けが 出席 し た と 見 る べき で ある 。 し た が っ て 、『BD』 が マル 
コ や ラ ザ ロ の みな ら ず 、 十 二 使 徒 に 含ま れ な い 人 物 で あっ た 可能 性 も 排 
除 さ れ な けれ ば な ら な い 。 


(3) 『BD』 が ペテロ 又は イス カリ オ テ の ユダ で ある と の 主張 の 検討 


第 1 場面 で は ペテロ が 『BD』 に 合図 を 、 第 2 場面 と 第 4 場面 で は 『BD』 
と ペテロ が 一 緒 に 行動 し 、 第 5 場面 で は 『BD』 が ペテロ に 「 主 だ 」 と 言 
い 、 第 6 場面 で は ペテロ が 『BD』 に つい て イエ ス に 尋ね て いた た め 、『B 
D』 と ペテロ が 同一 人 物 だ と する と 重大 な 矛盾 が 発生 する 。 

一 方 イス カリ オ テ の ユダ は 、 イ エス が 十字 人 架 に か か る 前 に 自ら 命 を 絶 
っ た の で (マタ イ 27 : 5) 、 少 な く と も 第 3 場面 以降 に 登場 する こと は で 
き な い 。 

し た が っ て 、 『BD』 は ペテロ また は イス カリ オ テ の ユダ と は 言え な い 。 


(4) 『BD』 が 使徒 ヨハ ネ で ある と の 主張 の 検討 

a. ウェ スト コッ ト の 根拠 

英国 の 神学 者 で あり 注釈 家 で も ある ウェ スト コッ ト (Westecott) は 
火 の よ うな 根拠 で ヨハ ネ の 福音 書 の 著者 を 『 使 徒 ヨ ハネ 』 だ と 主張 する 。 
以下 は 『 ウ ィ リ アム マク ドナ ルド 『 新 字 聖 書 注釈 』 ヨハ ネ の 福音 書 』3 
3 頁 (韓国 語 訳 版 ) か ら 一 部 抜粋 し た 内 容 で あ る 。 





1) ヨハ ネネ の 福音 書 の 著者 は ユダ ヤ 人 だ っ た 。 記 録 方 式 や 語 菓 、 ユ ダ 
ヤ の 風習 や 特性 に 対す る 深い 理解 、 そ し て 旧約 の 背景 が それ を 強く 裏 付 
け て いる 。 


2) 彼 は パレ スチ ナ に 住ん で いた ユダ ヤ 人 だ っ た 。 彼 は エル サレ ム と 
宮 に つい て 詳し く 知 っ て いた 。 


3) 彼 は 記録 し た も の を 直接 目撃 し た 人 物 だ っ た 。 ヨハ キネ の 福音 書 に 
は 、 具 体 的 な 地域 や 人 々 、 時 間 や 方 法 な ど が 詳細 に 記さ れ て いる 。 


4) 彼 は 使徒 の 中 の 一 人 だ っ た 。 主 と 弟子 た ちの 間にあっ た 親密 で 詳 
細 な 話 ま で も 記さ れ て いる 。 


5) 著者 が 他 の 弟子 た ちの 名 前 は 言及 し な が ら も 、 自 分 の 名 前 は 明 ら 
か (に し な か っ た こと か ら 、 そ の 名 前 が 出 て いな い 使徒 ヨハ ネ で ある と 推 
定 さ れる 。 


b. ウェ スト コッ ト の 主張 に お ける 弱点 
本 主張 に は 二 つ の 弱点 が ある 。 


1) 漁師 出身 の ヨハ ネ と 大 祭司 が 知り 合い だ っ た と 言え る だ ろう か 。 

第 2 場面 に に る と 、『BD』 は 大 祭司 と 知り 合い で あり 、 こ の 事実 を 門 
番 の 女 も 知っ て いた と 書か れ て いる (ヨハ ネ の 福音 書 18 章 15 節 て 16 節 ) 。 
『BD』 が 使徒 ヨハ ネ だ と し た 場合 、 一 介 の 漁師 で あっ た ヨハ ネ が どう や 
っ て 大 祭司 と 知り 合い に な れ た か に つい て は 説明 が つか な い 。 


2) 『 ゼ ベ ダ イ の 子 た ち 』 と いう 記録 を どう 見 る か 。 

ウェ スト コッ ト の 5 番目 の 根拠 に よる と 、 著 者 自身 の 名 前 を 明らか に 
せ ず 、 ヨ ハネ に 関す る 記録 も ヨハ ネ の 福音 書 に な いと いう が 、 使 徒 ヨ ハ 
ネネ が 『BD』 で あり 著者 だ と すれ ば 、 彼 は ヨハ ネ の 福音 書 21 章 2 節 で 『 ゼ 
ベ ダ イ の 子 た ち 』 と いう 記録 が 登場 する が 、 こ れ に つい て ヨハ ネ に 関す 
る 言及 が な いと 断定 する こと は 容易 で は な い 。 

当時 、 こ の 記録 の 第 一 読者 ら に と っ て は 、『 ゼ ベ ダ イ の 子 た ち 」』 と い 
えば ヤコブ と ヨハ ネ で ある こと は 誰 も が 知っ て いた はず で ある が 、 に も 
か か わら ず 、 具 体 的 な 名 前 が 明示 され て いな いと いう 理由 だ け で ヤコブ 
と ヨハ ネネ に 関す る 記録 が な いと 断定 する こと は 妥当 で は な いと いえ る 。 
し か も 単数 な ら 二 人 の うち 一 人 と 見 な すこ と も で きる が 、 上 記 の 一 節 に 
よれ ば 『 ゼ ベ ダ イ の 子 た ち 』 と 複数 で 記録 され て いる た め 、 こ れ は 「『 ヤ 
コブ 』 と 『 ヨ ハネ 』 の 二 人 の 兄弟 を 指す と いう 事実 を 否定 する こと は で 
き な い だ る ろう 。 


(5) 『BD』 が 理想 的 な 弟子 の 姿 で ある と の 主張 の 検討 

『BD』 に 関す る 描写 を 検討 し て みる 。 

第 1 場面 で は ペテロ が 『BDJ に 合図 を 送り な が ら イ エス へ の 質問 を 促 
し 、 第 2 場面 で は 『BD』 が 大 祭司 と 知り 合い だ っ た た め 、 ペ テロ を 連れ 
て 大 祭司 長 の 家 の 庭 まで 入る こと が で きた と いう 。 

第 4 場面 で は ペテロ と と も に イエ ス の 慕 に 駆け つけ 、 第 5 場面 で は 復活 





し た イエ ス を 先 に 発見 し た 。 

以上 の よう な 記録 が ら 考 える と 、 こ の よう な 内 容 か が らし て 『BDl の 存 
在 を 象徴 的 に 描写 し た と は 考え 難い 。 

むし ろ 驚 く ほ ど 具 体 的 な 存在 と し て 描写 し て お り 、 単 純 な 『 理 想 的 な 
弟子 』 で ある と いう 点 を 強調 する と いう こと を 超え て 、 詳 細 な 内 容 が 盛 
り 込 まれ て いる 。 し た が っ て 、『BD』 が 実際 に は 存在 し な か っ た 人 物 を 
象徴 的 に 描写 し た と いう 主張 は 受け 入れ られ な い 。 


5.『BD』 と 他 の 使徒 た ちの 登場 頻度 の 比較 

『BD』 と 十 二 使 徒 の 中 で まだ 排除 され て いな い 使 徒 た ち が 登場 する 位 
置 (ヨハ ネ の 福音 書 の 章 ) を 見 て みる 。 こ こ で は 上 記 の 検討 に よっ て 排 
除 さ れ た ペテロ 、 イ スカ リオ テ の ユダ 、 そ し て ヨハ ネ の 福音 書 の 21 章 2 
節 に 『 ゼ ベ ダ イ の 子 た ち 』 と し て 登場 し た ヨハ ネ と 、 彼 の 兄弟 ヤコブ も 
除く 。 ま た 、 同 節 に 名 前 が 記さ れ た トト マス 、 バ ルト ロマ イ ・ ナ タナ エル 
も 除い た 六 使 徒 に つい て 検討 する 。 


(括弧 番号 は ヨハ ネネ の 福音 書 で 登場 する 章 ) 


- 『BD』 (登場 章 : 計 5 章 ) 
12345678910 11 12 (13) 14 15 16 17 (18) (19) (20) (21) 


- アン デレ (登場 章 : 計 3 章 ) 
1) 2345(6) 7 8910 11 (12) 13 14 15 16 17 18 19 20 21 


- ピリ ポ (次 場 章 : 計 4 章 ) 
1) 2345(6) 7 89 10 11 12) 13 4) 15 16 17 18 19 20 21 


マタ イ (次 場 章 : 計 0 章 ) 
12345678910 11 2 1 15 16 17 18 19 20 21 


小 ヤ コブ (登場 章 : 計 0 章 ) 
1923465678910 11 12 18.14 15 16 17 18 19.20 21 


- 熱心 党 の シモ ン ( 命 場 章 : 計 0 章 ) 
1234567891011121314151617 18 19 20 21 


ヤコブ の 息子 ユダ イン ・ ダ デ オ (登場 章 : 計 0 枚 ) 
1 の 9456.768.91011 12 18 14 15 16 7 18.19 20 21 


上 記 の 検討 に よる と 、『BD』 は 13 章 と 18 章 以降 に 登場 する 。 











アン デレ は 第 1 章 、 第 6 章 、 第 12 章 に 登場 し て いる 。 前 半 は 名 前 を 記録 
し た が 、 後 半 に 名 前 を 伏せ る と いう の は 一 貫 性 を 欠い て いる と いえ る 。 
ビリ ポ の 場合 は 、1 章 、6 章 、12 章 、14 章 に その 名 前 が 登場 する が 、 
『BD』 は 13 間 に 名 前 が 伏せ られ た 状態 で 登場 する 。 も し 、『BD』 が ピリ 
ポ で あっ た と すれ ば 、12 章 と 14 章 に は 名 前 が 記さ れ て いる が 、 そ の 間 の 
13 章 で は 名 前 が 伏せ られ て いた と いう こと に な る の で 、 こ れ も ま た 不 自 
然 で ある 。 

し た が っ て 、 ア ン デ レ と ピリ ポ は 『BD』 で ある 可能 性 が 極め て 低い と 
され る の で 除外 する こと と する 。 





6. 『BD』 と 推定 され る 人 物 の 検討 

(1) 予想 人 物 の 抽出 

以上 の 検討 に より 、 十 二 使 徒 の うち シモ ン ペデ テロ 、 ペ デ テロ の 上 兄弟 ア 
ン デ レ 、 ゼ ペダ イ の 子 ヤ ヨプ 、 ゼ ベ ダ イ の 子 ヨ ハネ 、 ピ リポ 、 バ パル トロ 
マイ ・ ナ タナ エル 、 ト マス 、 イ スカ リオ テ の ユダ の 八 人 を 除け ば 、 次 の 
四 人 が 残る 。 
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- 小 ヤ コブ 

- 熱心 党 の シモ ン 

- ヤコブ の 子 ユ ダ こ と タダ イ 


上 記 の 使徒 の 中 で 筆者 が 注目 する 『BD』 は 『 マ タイ 』 で ある 。 


(2) 注目 の 理由 
IBD』 が 『 取 税 人 マタ イ 』 だ と する 理由 は 次 の 通り で ある 。 


a. ウェ スト コッ ト の 主張 に すべ て 符合 
先 に 4 (4) a で 述べ た ウェ スト コッ ト の 主張 を も う 一 度 見 て みる こと 
に する 。 


1) ヨハ ネ の 福音 書 の 著者 は ユダ ヤ 人 だ っ た 。 

2) 彼 は パレ スチ ナ に 住ん で いた ユダ ヤ 人 だ っ た 。 

3) 彼 は 彼 が 記録 し た も の を 自ら 目撃 し た 人 だ っ た 。 

4) 彼 は 使徒 の 一 人 だ っ た 。 

5) 他 の 弟子 た ちの 名 前 は 言及 し な が ら も 、 自 分 の 名 前 は 明らか に し 
な か っ た 。 


ここ に マタ イ を 当て は め て みる と 、 彼 は ユダ ヤ 人 で パレ スチ ナ 地 域 の 
ガリ ラ ヤ 生ま れ で ある 。 彼 は 使徒 だ っ た の で 、 イ エス の すべ て の 行い を 
直接 目撃 し て いた 。 


b. ウェ スト コッ ト の 主張 に 対す る 弱点 の 克服 

4 (4) b で 検討 し た よう に 、 ウ ェ ス トコ ッ ト の 主張 に つい て は 二 つ の 
弱点 が あっ た 。 し か し 、『BD』 が ヨハ ネ で は な く マ タイ だ っ た と すれ ば 、 
この 二 つ の 弱点 は いずれ も 解消 で きる 。 


1) 大 祭司 と の 親交 が あっ た こと に 対す る 弱点 の 解消 

マタ イ の 福音 書 に は マタ イ を 指し て 『 マ タイ 』 と 記録 する 。 し か し 、 
マル コ の 福音 書 や ルカ の 福音 書 で は 彼 を 指し て 『 マ タイ 』 と と も に 『 レ 
ビ 』 と いう 名 前 を 使っ て いる 。 

それ で は 、 マ タイ と レビ が 同一 人 物 か どう か が 問題 と な る が 、 各 福音 
書 の 記録 を 比較 し て みる こと に する 。 


マタ イ の 福音 書 9 章 9 節 て 13 節 

"9. イエ ス は 、 そ こ を 去っ て 道 を 通り な が ら 、 収 税 所 に すわ っ て い 
る マタ イ と いう 人 を ご 覧 に な っ て 、「 わ た し に つい て 来 な さい 」 と 言わ 
れ た 。 す る と 彼 は 立ち 上 が っ て 、 イ エス に 従っ た 。 

10. イ エス が 家 で 食事 の 席 に 着い て お られ る と き 、 見 よ 、 取 税 人 や や 人 罪 
人 が 大 ぜ い 来 て 、 イ エス や その 発 子 た ちと いっ し ょ に 食卓 に 着い て いた 。 
11.、 す る と 。 こ れ を 見 た パリ サイ 人 た ちら が 、 イ エス の 弟 だ ち に 言っ 
た 。 「 な ぜ 、 あ な た が た の 先生 は 、 取 税 人 や 罪人 と いっ し ょ に 食事 を す 
る の で すか 。 」 

12. イ エス は これ を 聞い て 言わ れ た 。 「 医 者 を 必要 と する の は 丈夫 な 
者 で は な く 、 病 人 で す 。 

13.『 わ た し は あわ れ み は 好む が 、 い け に え は 好ま な い 』 と は どう い 
う 意味 か 、 行 っ て 学ん で 来 な さい 。 わ た し は 正しい 人 を 招く た めで は な 
く 、 上 罪人 を 舞 く た め に 来 た の で す 。」『" 


マル コ ユ コ の 福音 書 2 章 14 節 て 17 節 
“14. イエ ス は 道 を 通り な が ら 、 ア ル パ ヨ の 子 レビ が 収税 所 に 座っ て 
いる の を 見 て 、「 わ た し に つい て 来 な さい 」 と 言わ れ た 。 す る と 、 彼 は 


立ち 上 が っ て イエ ス に 従っ た 。 

15. それ か ら イ エス は 、 レ ビ の 家 で 食卓 に 着 か れ た 。 取 税 人 た ちや 罪 
人 た ちゃ 大 勢 、 イ エス や 弟子 た ちと と も に 食卓 に 着い て いた 。 大勢 の 
人 々 が いて 、 イ エス に 従っ て いた の で ある 。 

16. パリ サイ 派 の 律 法学 者 た ちら は 、 RE 

に 食事 を し て いる の を 見 て 、 和 弟子 た ち に 言っ た 。 「 な ぜ 、 あ の 人 は 取 税 
人 や 罪人 た ちと RS 

17. こ れ を 聞い て 、 イ エス は 彼ら に こう 言わ れ た 。 「 医 者 を 必要 と す 
る の は 、 丈 夫 な 人 で は な く 病 人 で す 。 わ た し が 来 た の は 、 正 し い 人 を 指 
く た め で は な く 、 罪 人 を 招く た めで す 。」“ 


ルカ の 福音 書 5 章 27 節 ~32 節 

"27. そ の 後 、 イ エス は 出 て 行き 、 収 税 所 に 座っ て いる レビ と いう 取 
税 人 に 目 を 留め られ た 。 そ し て 「 わ た し に つい て 来 な さい 」 と 言わ れ た 。 

28. す る と レビ は 、 す べ て を 捨て て 立ち 上 が り CN 
29. それ か ら レ ビ は 、 自分 の 家 で イエ ス の た め に 盛大 な も て な し を し 
た 。 取 税 人 た ちや ほか の 人 た ち が 大 勢 、 と も !【 の 0 
30. す る と 、 パ リサ イ 人 た ちや 彼ら の うち の 律 法学 者 た ち が 、 イ エス 
の 弟子 た ち に 向かっ て 小声 で 文句 を 言っ た 。 「 な ぜ あ な た が た は 、 取 税 
人 た ちや や 罪人 た ちと 一 緒 に 食べ た り 飲 ん だ りす る の で すか 。」 

31. そ こ で イエ ス は 彼ら に 答え られ た 。 「 医 者 を 必要 と する の は 、 健 
康 な 人 で は な く 病 人 で す 。 

32. わ た し が 来 た の は 、 正 し い 人 を 招く た めで は な く 、 罪 人 を 招い て 
悔い 改め させ る た めで す 。」『" 








上 記 の 聖書 の 句 を 比較 する と 、 そ の 内 容 の 類似 性 か ら みる と 、 マ タイ 
の 福音 者 に お ける 「 マ タイ 」 と マル コ ・ ル カ の 福音 書 に お ける 「 レ ビ 」 
と が 同一 人 物 で ある と いう 点 に つい て は 疑い の 余地 が な い 。 

当時 は その 親族 か ら 名 前 を 付け た の で (参考 ・ ル カ 1 : 61) 、 レ ビ 族 
以外 の 人 物 に 「 レ ビ 」 と いう 名 を 付け た と は 思え な い 。 し た が っ て 、 マ 
タイ は レビ と いう 名 前 も 持っ て いた と 見 る べき で あり 、 そう で あれ ば 彼 
は 間違い な く ユ ダ ヤ 人 の レビ 族 で あっ た 。 


レビ 族 は モー セ の 兄弟 アロ ン か ら 祭 祀 と し て の 職務 を 担っ て いた の で 、 
レビ 族 だ っ た マタ イ な ら 大 祭司 と 親交 が あっ た と し て も お か し く な い だ 
ろ 3 う 。 


2.「 ゼ ベ ダ イ の 子 た ち 」 と し て 登場 する 点 に 関す る 弱点 解消 

ウェ スト コッ ト は 、 ヨ ハネ の 福音 書 の 著者 と し て 使徒 ヨハ ネ に 注目 す 
る 理由 に つい て 、 彼 の 名 が 登場 し な いと いう 点 を 挙げ ば た が 、 4 (4) b2 で 
は これ に 対す る 弱点 を 指摘 し た 。 

一 方 、 ヨ ハネ の 福音 書 で の マタ イ (レビ ) に 関す る 記録 を 検討 する 。 
6 (2) b1) で 触れ た よう に 、 共 観 福 音 の マタ イ 、 マ ルコ 、 ル カ の 福音 書 
に は マタ イ が 使徒 と し て 名 され た だ け で な く 、 彼 が 召さ れ た あと に 他 の 
取 税 人 た ちと 一 緒 に 食事 を し た と いう 具体 的 な 記録 も ある (マタ イ 9 : 1 
0、 マ ルコ 2 : 15、 ル カ 5 : 29) 。 こ れ は 当時 、 ユ エ ユダヤ 人 に と っ て は 罪人 
の 代名詞 と も 言え る 取 税 人 を イエ ス が 使徒 と し て 名 され た と いう 事実 が 
どれ ほど 印象 的 だ っ た か を 示す 部 分 だ と 言え る が 、 ヨハ ネ の 福音 書 に は 
この 部 分 が むし ろ 不 自然 に 思え る ほど 抜け て いる だ け で な く 、 マ タイ に 
対す る 記録 も 皆無 で ある 。 


c. 追加 的 根拠 

1. 十字 架 に 接近 で きた 『BD』 

マタ イ は レビ 族 で あっ た だ け で な く 、 取 税 人 だ っ た 。 取 税 人 は ユダ マヤ 
人 に と っ て は 売国 奴 と 見 な され 罪人 扱い され て いた が 、 ロ ー マ に お いて 
は 高官 で は な いと し て も 一 定 の 地位 を 保障 され て いた に 違い な い 。 

第 3 場面 に つい て 検討 する 。 ゴ ル ゴ ダ の 丘 は 当時 、 刑 が 執行 され て い 
る 刑場 で や り 、 い た る と ころ に 軍人 が いた 。 一般 的 に 十字 人 架 刑 は 死に 至 
る まで の 時 間 が 長い の で 、 刑 の 執行 が 完了 する まで 守ら な けれ ば な ら な 

い 義 務 が あっ た で あろ うか ら こ れ は 当然 で ある 。 

この よう な 状況 で は 一 般 の 人 々 が 十字 梨 の すぐ そば まで 近寄る こと は 
RN SR 

に まで 近づい た 。 それ も 密か に 行わ れ た も の で も な いこ と は 明らか で 、 


それ も 一 人 で も な く 四 人 の 女性 と 一 緒 に 十字 架 の そば まで 接近 する こと 
が 許さ れ た (参考 19 : 25) 。 こ の よう な こと が 漁師 出身 の 使徒 ヨハ ネ に 
で きた と 考え る に は 無理 が ある 。 し か し 、 天 祭司 と 知り 合い で ある だ け 
で な く 、 取 税 人 と し て ロー マ の 役人 と も つなが り の あっ た マタ イ な ら 、 
十分 に 可能 だ っ た と 推測 され る 。 


2) ロー マ の 役人 だ けが 知っ て いた 情報 を 持っ て いた 『BD』 

当時 、 イ エス を ピラ ト へ と 連行 し た ユダ ヤ 人 は 、 過 越 の 祭り を 控え て 
いた た め 、 官 邸 に は 入ら な か っ た と 聖書 に は 記さ れ て いる (18 : 28) 。 
し か し 、 ヨ ハネ の 福音 書 に は 、 官 邸 内 で 絶 NPB 
CO 他 の 福音 書 に 比べ て 詳し く 記 録 さ きれ て いる こと 

分 か る 。 (18 : 33 て 38、19 : 9 て 11 比 較 マタ イ 27 : 11 て 14、 マ ルコ 1 
SR 

この よう に ユダ ヤ 人 が いな か っ た 当時 の 官邸 内 で の ピラ ト と イエ ス と 
の 間 の 対話 を 記録 する た め に は 、 本 人 が 直接 その 場 に いな か っ た と し て 
も 、 ロ ー マ の 役人 た ちと の つなが り を 通じ て 情報 を 得 な けれ ば な ら な か 
っ た 。 こ れ が 可能 な 使徒 は 聖書 の 記録 に よれ ば 、 当 時 取 税 人 だ っ た マタ 
イイ だけ だ っ た と 見 る べき で ある 。 


7. 残り の 疑問 と 仮説 
(1) 第 五 場面 で の 二 人 の 弟子 問題 
2 (1) d に よっ て 第 五 場 面 当時 一 緒 に いた 弟子 は 次 の 通り で ある 。 


1) シモ ン ・ ペテロ 

2) デ ド モ と 呼ば れる トマ ス 

が 入り リン ギド の の 上 当 衝 の ザク さき ル 
4) ゼ ベ ダイ の 子 た ち (ヤコブ ) 

5) ゼ ベ ダイ の 子 た ち (ヨハ ネ ) 

6) も う 一 人 の 弟子 1 

7) も う 一 人 の 弟子 2 


ベ ペテロ に 主 の 存在 を 知ら せ た 使 徒 が 『BD」 だ っ た の で 彼 は 間違い な く 
その 場 に いた が 、 名 前 が 記録 され な か っ た の で 彼 は きっ と 『 も う 一 人 の 
弟子 1 と 言え る ゆえ 、 以 上 の よう な 検討 の 結果 『 も う 一 人 の 弟子 1』 で 
あり 『BD』 が マタ イ だ と すれ ば 、 残 り の 名 前 が 明らか に な っ て いな い 
「 も う 一 人 の 弟子 2J| は 誰 な の か と いう 疑問 が 残る 。 


(2) 結び の 『BD』 と 『 私 た ち 』 の 関係 

ヨハ ネ の 福音 書 21 章 24 節 て 25 節 

"24. これ ら の こと に つい て 証し し 、 こ れ ら の こと を 書い た 者 は 、 そ 
の 弟子 で ある 。 私 たち は 、 彼 の 証し が 真実 で ある こと を 知っ て いる 。 

25。 イ モス が 行わ れ た だ こと は は 。 ほ が に も た くき ん め ある 。 その = っ = 
を 書き 記す な ら 、 世 界 も その 書か れ た 書物 を 収め られ な いと 、 私 は 思 
り の 


これ は 『BD』 が ヨハ ネ の 福音 書 の 内 容 を 証し し 、 記 録 し た 者 で ある と 
し 、 こ の 証し と 記録 を 真実 だ と 認め て いる 。 それ で は 、 こ の 21 章 24 節 み 
る と 『BD』 で は な い 『 私 た ち 』 と いう 存在 の 役割 が 疑問 で あぁ る 。 


ヨハ ネ の 福音 書 を 初め か ら 21 章 23 節 まで は 『BDJI が 記録 し 、『 私 た ち 』 
は 単に 24 節 て 25 節 だ け を 追加 し た の か 、 ま た は 『BD』 の 記録 と 証言 を 基 
に ヨハ ネ の 福音 書 を 完成 し た 主体 が 『 私 た ち 』 な の か 疑問 が 残る 。 


(3) 疑問 解決 の た め の 3 つ の 仮定 
本 疑問 の 解決 の た め に 3 つの こと を 仮定 する 。 


a. まず 7 (2) で 『 私 た ち 』 の 主体 問題 に つい て は 後者 を と る 。 つま 
り 、 ヨ ハネ の 福音 書 は 、 『BD』 の 記録 と 証言 に 基づい て 『 私 た ち 』』 に よ 
っ て 完成 し た と 仮定 する 。 


b. 『 私 た ち 』 の 代表 格 で ある 人 物 は 7 (1) で 『 も う 一 人 の 弟子 2』 と 
同一 人 物 で ある と 仮定 する 。 


c. ヨ ハネ の 福音 書 本 文 に お いて 、『BD』 の 正体 が 分 か る 痕跡 を 消し た 
の は 、『BD』 の 要請 に よっ て で あっ た と 仮定 する 。 


(4) 仮定 に 基づく 第 1 の 仮説 

上 記 の 仮定 を も と に 仮説 を 進め る と 、 次 の よう に な る 。 

前 述 し た よう に 、 『BD』 は 大 祭司 と 知り 合い で ある と 同時 に 、 ロ ー マ 
の 役人 と も 繋が っ て いる か ら 彼 な ら で は の 情報 が あっ た は ず で あり 、 こ 
れ に 関す る 証言 と 記録 を 提供 し て くれ な が ら 福 音 書 完成 の た め の 助 け を 
「 私 た ち 』 に 求め た 。 

そし て 同時 に 『BD』 は 『 私 た ち 』 に その 内 容 の 中 か ら 自 分 の 痕跡 を 消 
し て ほし いと 要請 する 。 そ の 理由 は 尊敬 され る べき 方 は 自分 で は な く 、 
主 で ある か ら 自 分 を 消し 、 な に より も 主 を 高め る た めで あっ た 。 

「 私 た ち 』 は 『BD』 の 要請 どおり 彼 の 痕跡 を 消し た 。 主 を 高め る た め 
に 自分 の 痕跡 を 消し た 『BD』 に 『 私 た ち 』 は 世の中 で 最も 美しい 名 前 で 
ある 『 イ エス が 愛さ れ た 弟子 と いう 名 前 を 授け た 。 





IBD』 が 自分 を へ りく だ っ て 痕跡 を 消し た の に 『 私 た ち 』 だ けが 痕跡 
を 残す こす と は で き な か っ た は ず だ 。 そ の た め 、「『 私 た ち 』 も 自ら の 名 前 
も 消し た 。 そ れ が 『 も う 一 人 の 弟子 2』 で ある 。 

つま り 、『 も う 一 つの 弟子 1』 と 『 も う 一 つの 弟子 2』 は ヨハ ネ の 福音 
書 を 証言 し 、 記 録 し た 『BD』 と これ を 整理 し て 完成 させ た 『 私 た ち 』 の 
代表 者 だ っ た と 考え る 。 


(5) 第 1 の 仮説 を 踏ま そえ た 第 2 の 仮説 
「 私 た ち 』 は 誰か と いう 問題 が 残る 。 第 1 の 仮説 に よる と 、『 私 た ち 』 
も また 『BD』 と 一 緒 に 第 5 場面 に な けれ ば な ら な い 。 


6 (1) に よる と 、 名 前 の 知ら れ て いな い 弟 子 は 次 の 通り で あっ た 。 
RA 

- 小 ヤ コブ プ 

ー 熱心 常 の シン シモン 

= や エズ の 和子 ニダ タダ こと タダ タイ 


ここ で 『 も う 一 人 の 弟子 1』 を マタ イ と する と 、 残り の 3 人 が 残る 。 


筆者 は 『 も う 一 人 の 弟子 2 で あり 、 ヨ ハネ の 福音 書 を 完成 させ た 
「 私 た ち 』 に つい て 『 熱 心 党 の シモ ン 』 に 注目 する 。 

シモ ン は 使徒 に な る 前 に 熱心 党員 だ っ た 。 熱心 党 と は 、 当 時 イス ラ エ 
ル を 支配 し て いた ロー マ を 民衆 の 力 で 追い 出 そ う と する 過激 な 思想 を 持 
っ て いた 。 た と え 彼 の 思想 が 信仰 的 で な いと は 言え 、 他 の 使徒 に 比べ て 
知識 人 層 に 属し て いた も の と 推測 され る 。 

その よう な ナシ ョ ナリ ズム 的 な 思想 を 持つ シモ ン に と っ て , 取 税 人 マ 
タイ は いく ら 悔 い 改 め て 使徒 に お な っ た と し て も , ロー マ の 手先 で あり 売 
国 奴 の よう に 思わ れ た だ ろ 5 

し か し イエ ス は 言 う 。 


マタ イ の 福音 書 5 章 43 節 ~44 節 


“43. 『 自 分 の 隣人 を 愛し 、 自 分 の 敵 を 憎め 』 と 言わ れ た の を 、 あ な 
た が た は 聞い て いま す 。 

44. し か し 、 わ た し は あな た が た に 言い ます 。 自分 の 敵 を 愛し 、 人 迫害 
する 者 の た め に 祈り な さい 。” 


この 言葉 は マタ イ と シモ ン の 関係 を 変え た た の か も し れ な い . 

シモ ン も 使徒 で は あっ た が 、 前 述 (4) で 述べ た よう に 、 取 税 人 で あ 
っ た マタ イ は 大 祭司 側 と ロー マ の 役人 側 の 双方 に 接する こと が で きた た 
め 、 彼 し か 持っ て いな い 情 報 が あっ た に 違い な い 。 

会 心 し た シモ ン は イエ ス の 働き を 記録 する た め に マタ イ の 証言 に 耳 を 
傾け る 。 あ る い は マタ イ が 先 に シモ ン に 自分 の 証言 を 記録 する よう ワ 頼ん 
だ か も し れ な いと いう 仮説 を 想定 し て みる こと も で きる だ ろ 2 う 。 


8。 結論 

筆者 は 以上 の よう な 検討 を 通じ て 、『BD』 すなわち 『 イ エス が 愛さ れ 
た 弟子 』 で あり 主 か ら 大 き な 信 任 を 得 て い た 弟子 、 そ し て 第 5 場面 で 登 
場 す る 『 ほ か の 二 人 の 弟子 』 の うち の 一 人 が 『 マ タイ 』 で ある と いう 結 
論 に 達し 、 同 場面 の 『 ほ か の 二 人 の 弟子 』 の うち の 残り は 『 熱 心 党 の シ 
モン 』 で あり 、 こ の 二 つ に よっ て ヨハ ネ の 福音 書 が 完成 し た と いう 仮説 
を 想定 し た 。 

ョ ヨハネ の 福音 書 の 著者 に つい て は 、 他 の 共 観 福音 と 同じ く 著 者 が 聖書 
に 記録 され て いな い 状 況 で 、 こ の 問題 に 関す る 議論 は 『BD』 を 特定 する 
問題 と と も に 聖書 を 理解 する こと に お いて 実益 が ある と いえ る 。 本 小 考 
が 長年 続い て いる 『BD』 の 特定 、 そ し て ヨハ ネ の 福音 書 の 著者 を 明らか 

に する た め の 小 さ な 可 能 性 を 提示 する きっ か け に な れれ ば と 思う 。 


